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町民が求める議会の姿勢
約2億円の補正予算などを可決
12人の議員が一般質問
小学生が初の議会見学

主な内容
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分かりやすく開かれた  議会への改革を推進

協働のまちづくりの拠点（庁舎）

　そのためには、具体的な部分を取り上げ、町民皆様に十分説
明し、納得いただくように進めていくことが大切であります。
　議会では、これを実現させるため「総務常任委員会」「民生教
育常任委員会」「産業建設常任委員会」「議会広報編集特別委員
会」「議会改革特別委員会」の５つの組織を構成し、それぞれの
持つ課題解決に向けた調査・研修・研究を重ね審議を行ってお
ります。
　また、議会の使命を果たすため「町民に開かれた議会」「責務
を果たし、信頼される議会」「自由かっ達に討議する議会」「町
民が参画する議会」「公正公平透明性を確保する議会」を目指し
た議会基本条例を制定し３年目を迎えます。
　今後も議会一同ますます研

けんさん

鑽を重ね、町民皆様の負託に応え
るべく、分かりやすく開かれた議会への改革を推し進めてまい
りますので、より一層のご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。

▪�

議
員
や
報
酬
を
減
ら
す

話
よ
り
、人
口
減
対
策
、

教
育
振
興
策
を
真
剣
に

検
討
し
、
施
策
を
講
じ

て
ほ
し
い
。

答　
将
来
を
見
据
え

て
、
今
何
を
す
る
べ

き
か
を
真
剣
に
議
論
し
て

い
き
ま
す
。

▪�

町
長
を
は
じ
め
、
役
場

を
し
っ
か
り
さ
せ
て
ほ

し
い
。
町
づ
く
り
に
関

し
、
や
る
気
や
ア
イ
デ

ア
が
全
く
感
じ
ら
れ
な

い
。
し
っ
か
り
さ
せ
ら

※�

ご
意
見
は
、原
文
の
と
お
り

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
議
会
報
告
会
で

回
答
を
頂
い
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
議
会
に
対
す
る
た

く
さ
ん
の
ご
意
見
を
頂
戴

し
ま
し
た
。
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す
。

れ
る
の
は
議
会
し
か
な

い
。

答　
執
行
部
に
対
し
て

ア
イ
デ
ア
が
提
案
で

き
る
発
議
を
重
視
し
ま
す
。

▪�

一
般
質
問
が
議
員
の
発

表
会
で
な
く
、
当
局
よ

り
回
答
を
求
め
る
よ
う

な
質
問
を
し
て
も
ら
い

た
い
。

答　
厳
し
く
追
及
す
る

姿
勢
は
忘
れ
て
い
ま

せ
ん
。

▪�

若
者
の
声
が
届
い
て
な

い
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
特
に
子
ど
も
の
い

る
世
帯
の
声
が
。

答　
子
育
て
世
代
と
の

意
見
交
換
会
を
検
討

し
ま
す
。

▪�

政
策
提
言
を
一
般
市
民

参
加
の
場
で
行
っ
て
み

て
は
（
百
人
委
員
会
の

よ
う
な
も
の
）。

答　
議
会
報
告
会
で
柔

軟
に
対
応
し
ま
す
。

▪�

議
会
は
何
を
す
べ
き

か
。
町
長
を
持
ち
上
げ

る
ば
か
り
で
は
進
歩
が

な
い
。
執
行
部
と
け
ん

か
を
す
る
く
ら
い
強
い

態
度
、
意
見
を
持
っ
て

対
決
す
る
よ
う
。

答　
町
全
体
が
向
上
で

き
る
よ
う
議
会
の
務

め
を
果
た
し
ま
す
。

▪�

町
民
の
期
待
に
そ
え
る

よ
う
な
勉
強
を
し
て
下

さ
い
。
投
票
で
選
ば
れ

た
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

下
さ
い
。

答　
一
票
を
投
じ
た
議

員
が
ど
う
い
う
勉
強

を
し
て
い
る
か
、
し
っ
か

り
監
視
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪�

未
来
の
美
咲
町
が
ど
う

あ
る
べ
き
か
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン《
使
命
的
な
も
の
》

と
ビ
ジ
ョ
ン
《
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
実
現
す
る
実
際

の
想
定
の
姿
》
を
検
討

し
示
し
て
ほ
し
い
。

答　
数
値
を
示
し
、
説

得
力
の
あ
る
報
告
が

町
民
が
求
め
る

議
会
の
姿
勢
（
抜
粋
）
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分かりやすく開かれた  議会への改革を推進

町民に開かれた議会（議場）

　皆様には午年の初春をお健やかにお迎え
のことと心よりお慶び申し上げます。
　本年は、美咲町誕生から10年目の節目を
迎える年となります。
　昨年、各地における「協働のまちづくり」
のイベントを通じ、町民が一体となって盛
り上がりを見せ、部分最適は整いつつあり、
今後地域間のつながりと連携により全体最
適となれば、美咲町協働のまちづくり理念

は達成できるものと思われます。それには、合併後それぞれ旧
３町での政策の違いなどがある部分について、公正公平な平等
性が保てるように調整していく必要があると考えます。

議長年頭所感

貝阿彌幸善 議長

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

▪�

視
察
研
修
先
は
、
当
町

に
参
考
に
な
る
の
か
十

分
事
前
調
査
を
す
る
な

り
し
て
、
視
察
を
実
施

す
る
こ
と
（
結
果
は
ム

ダ
の
研
修
で
あ
っ
た
で

は
、
軽
率
す
ぎ
ま
す
）。

答　
視
察
の
成
果
を
行

政
に
活
か
す
よ
う
に

し
て
い
き
ま
す
。

▪�

み
さ
き
議
会
だ
よ
り
を

見
ま
し
て
も
、代
表（
一

般
）
質
問
を
以
前
に
し

て
お
ら
れ
る
こ
と
が
た

び
た
び
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
行
政
の
対
応
に

つ
い
て
の
検
証
が
で
き

て
な
い
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
質
問
が
出
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
議
員
の
姿
勢
を
高

め
て
も
ら
え
ば
幸
い
で

す
が
、
職
員
の
研
修
を

す
る
な
り
し
て
、
質
の

向
上
を
強
く
求
め
て
く

だ
さ
い
。

答　
議
員
と
職
員
。
そ

れ
ぞ
れ
の
資
質
向
上

を
図
り
ま
す
。

▪�

町
の
人
口
、
商
店
、
い

ろ
い
ろ
な
分
布
に
そ
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
町
に

な
っ
て
い
く
の
か
、
10

年
後
、
20
年
後
の
姿
を

町
民
に
わ
か
る
よ
う
な

資
料
を
出
し
て
も
ら

い
、
戦
略
的
に
ど
の
よ

う
な
町
に
し
て
い
き
た

い
の
か
、
議
員
一
人
ひ

と
り
が
理
想
の
美
咲
町

感
を
も
っ
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

答　
美
咲
町
の
将
来
像

を
描
け
る
議
論
を
挑

ん
で
い
き
ま
す
。

▪�

議
会
が
Ｔ
Ｖ
で
放
映
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
質
問

を
す
る
人
、
答
弁
す
る

人
、
質
を
上
げ
る
よ
う

に
。
Ｔ
Ｖ
に
映
る
自
分

が
ど
れ
程
か
よ
く
反
省

し
て
議
会
に
出
席
す
る

よ
う
に
。

答　
質
の
高
い
質
問
を

目
指
し
ま
す
。

▪�

既
に
美
咲
町
で
調
査
し

た｛
再
生
エ
ネ
｝に
関

す
る
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
と

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
」

の
調
査
報
告
書
に
は
、

こ
こ
10
年
位
の
美
咲
町

の
変
化
の
姿
（
人
口
、

耕
作
放
棄
地
、
農
業
従

事
者
、
子
ど
も
の
数
、

小
学
生
の
数
、
少
子
高

齢
化
状
況
…
）
が
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
未

来
に
延
長
し
た
ら
、
真

実
、
美
咲
町
は
ど
う
な

る
可
能
性
が
高
い
の

か
、ど
ん
な
に
つ
ら
く
、

悲
観
的
な
姿
で
あ
っ
て

も
真
実
ベ
ー
ス
で
町
民

に
明
ら
か
に
し
て
ほ
し

い
。

答　
真
実
を
追
究
し
、

信
頼
さ
れ
る
議
会
を

目
指
し
ま
す
。

▪�

資
金
が
な
い
状
況
で
ぶ

ら
下
が
る
人
ば
か
り
増

え
る
の
で
は
先
が
見
え

て
い
ま
す
。
若
い
人
が

も
っ
と
働
い
て
お
金
を

美
咲
町
に
気
持
ち
よ
く

支
払
う
町
づ
く
り
を
お

願
い
し
ま
す
。

答　
効
果
的
な
財
政
運

営
と
な
る
よ
う
、
し

っ
か
り
審
議
し
て
い
き
ま

す
。
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条
例
の
制
定
が
上
程
さ

れ
、
審
議
の
結
果
全
会
一

致
で
承
認
し
た
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
。

◎
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
を
円
滑
に
施
行
す

る
た
め
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
に
基
づ
き
新
た

な
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

◎
乳
幼
児
及
び
児
童
・
生

徒
医
療
費
給
付
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

高
校
生
へ
の
医
療
費
給

付
を
３
年
間
延
長
さ
せ
る
。

◎
津
山
・
西
川
線
共
同
バ

ス
運
行
事
業
に
関
す
る

条
例
な
ど
11
条
例
の
一

部
改
正

　

26
年
４
月
か
ら
の
消
費

税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、

各
種
利
用
料
金
の
改
正
を

行
う
も
の
。

条
例
の
制
定

一
般
会
計
へ

１
億
５
，９
０
０
万
円

の
増
額
を
可
決

　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
に

１
億
５
，９
６
７
万
円
を

増
額
し
て
一
般
会
計
の
総

額
を
１
１
３
億
７
，５
６

３
万
円
と
す
る
。

　

ま
た
、
み
さ
き
ネ
ッ
ト

事
業
特
別
会
計
な
ど
９
特

別
会
計
の
歳
入
歳
出
に
合

計
５
，８
６
４
万
円
を
増

額
す
る
も
の
。

　

審
議
の
結
果
、
一
般
会

計
お
よ
び
９
特
別
会
計
と

も
に
全
会
一
致
で
可
決
、

承
認
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

【
主
な
歳
入
】

☆
町
税

�

６
，８
４
０
万
円

☆
国
庫
支
出
金

�

３
億
１
，９
２
１
万
円

☆
県
支
出
金

�

５
，７
６
３
万
円

☆
町
債

�

△
２
億
９
，９
７
０
万
円

【
主
な
歳
出
】

★�

特
別
会
計
繰
出
金

�

１
，４
２
１
万
円

★�

予
防
接
種
事
業
費

�

１
，０
１
３
万
円

★�

県
事
業
負
担
金

�

２
，０
０
８
万
円

★
道
路
維
持
費

�

１
，６
１
３
万
円

★
道
路
新
設
改
良
費

�

△
１
億
１
，５
９
８
万
円

★
災
害
復
旧
事
業
費

�

１
億
９
，２
２
１
万
円

★
公
債
費

�

△
１
，０
０
０
万
円

◎
特
別
会
計
補
正
予
算

※�
旭
川
ダ
ム
沿
線
バ
ス
運

行
事
業
特
別
会
計

★
基
金
繰
入
金

�

２
，０
６
３
万
円

※�

み
さ
き
ネ
ッ
ト
事
業
特

別
会
計

★
運
営
費

�

２
，２
７
６
万
円

※�

国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
な
ど
７
特
別
会

計
に
つ
い
て
は
事
業
費

の
調
整

補
正
予
算

12月
定例会
の報告

　定例会が招集され、25年度
一般会計など補正予算10件、
条例19件、その他７件、陳
情・要望７件などの議案が上
程された。

12月4日から
12月18日まで

新たに建設される下水道汚水ポンプ場

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

工
事
請
負
契
約
案
が
上

程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
全

会
一
致
で
承
認
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

◇�

越
尾
地
区
汚
水
ポ
ン
プ

場
設
置
工
事

　
　

㈱
川
本
（
岡
山
市
）

　

中
央
地
域
の
公
共
下
水

道
整
備
に
伴
い
、
越
尾
地

区
に
ポ
ン
プ
設
備
を
設
置

す
る
た
め
の
工
事
を
６
，

９
８
２
万
５
，０
０
０
円

（
税
込
み
）
で
契
約
す
る
。
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の
撤

退
を
要
求
す
る
意
見
書

提
出
を
も
と
め
る
陳
情

［
産
業
建
設
常
任
委
員
会

付
託
］

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に

　

反
対
す
る
協
議
会

　
　
　

会
長　

倉
地
重
夫

　

交
渉
決
裂
の
場
合
は
撤

退
す
る
と
い
う
政
府
の
公

約
が
あ
る
た
め 

趣
旨
採

択 

と
し
た
。

徒
歩
通
学
路
の
樹
木
伐

採
等
に
関
す
る
陳
情
書

［
民
生
教
育
常
任
委
員
会

付
託
］

　

柵
原
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　

会
長　

中
村
彰
男

　
　
　
　
　
　

他
２
会
長

　

学
校
、
保
護
者
、
行
政

が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

努
力
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら 

趣
旨
採
択 

と
し
た
。

陳
情
・
要
望

　

敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

商
工
業
振
興
事
業
補
助

金
の
予
算
措
置
に
関
す

る
要
望

［
産
業
建
設
常
任
委
員
会

付
託
］

　

久
米
郡
商
工
会

　
　
　

会
長　

西
本
和
馬

　

地
域
経
済
活
性
化
の
必

要
性
を
認
め
全
会
一
致

で 
採
択 
と
し
た
。

美
作
岡
山
道
路
に
関
す

る
要
望

［
産
業
建
設
常
任
委
員
会

付
託
］

　

高
規
格
道
路
を

　

み
ん
な
で
考
え
る
会

　
　

代
表
者　

山
田
芳
裕

　

地
域
内
や
隣
接
地
域
の

意
見
も
聞
き
、
県
の
考
え

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

た
め 

継
続
審
査 

と
し
た
。

保
育
園
児
お
よ
び
児
童

の
送
迎
の
改
善
に
つ
い

て
の
要
望

［
総
務
常
任
委
員
会
付
託
］

　

美
咲
町
和
田
北

　
　
　
　
　
　

芦
原
哲
也

　
　
　
　
　
　
　

他
13
人

　

一
地
区
の
問
題
に
止
ま

ら
ず
町
内
全
域
、
保
育
の

全
体
像
を
掌
握
す
る
必
要

が
あ
る
た
め 

継
続
審
査 

と
し
た
。

森
林
吸
収
源
対
策
お
よ

び
地
球
温
暖
化
対
策
に

関
す
る
地
方
の
財
源
確

保
の
た
め
の
意
見
書
採

択
に
関
す
る
陳
情

［
総
務
常
任
委
員
会
付
託
］

　

全
国
森
林

　

環
境
税
創
設
促
進

　

議
員
連
盟　

　
　
　

会
長　

板
垣
一
徳

　

今
少
し
調
査
・
研
究
の

必
要
が
あ
る
た
め
引
き
続

き 

継
続
審
査 

と
し
た
。

平
成
25
年
度
お
よ
び
平

成
26
年
度
理
科
教
育
設

備
整
備
等
に
関
す
る
要

望
書

［
民
生
教
育
常
任
委
員
会

付
託
］

　

全
国
小
学
校

　

理
科
研
究
協
議
会

　
　
　

会
長　

永
田　

学

　
　
　
　
　
　

他
４
会
長

　

要
望
の
趣
旨
は
十
分
理

解
で
き
る
が
、
１
０
０
％

の
補
助
事
業
で
は
な
く
、

財
源
確
保
が
難
し
い
た

め 

趣
旨
採
択 

と
し
た
。

　

議
員
活
動
を
通
じ
て
、

多
年
に
わ
た
り
住
民
福
祉

と
地
方
自
治
の
進
展
に
力

を
尽
く
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
美
咲
町
議
会
か
ら

５
人
の
議
員
が
受
賞
し
ま

し
た
。

◇ 

岡
山
県
町
村
議
会
議
長

会
表
彰

◇
美
咲
町
功
労
者
表
彰

　
〈
議
員
歴
20
年
以
上
〉

　

○
岡
田　

壽
議
員

　

○
山
本
宏
治
議
員

◇ 

全
国
町
村
議
会
議
長
会

表
彰

◇ 

岡
山
県
町
村
議
会
議
長

会
表
彰

　
〈
議
員
歴
15
年
以
上
〉

　

○
貝
阿
彌
幸
善
議
員

　

○
下
山
和
由
議
員

　

○
金
谷
髙
子
議
員

多年にわたり地方自治の
進展に尽力
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子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
設
置

　

民
生
教
育
常
任
委
員
会

に
付
託
を
受
け
た
予
算
３

件
、陳
情
・
継
続
審
査（
要

望
）
各
１
件
に
つ
い
て
審

議
し
た
結
果
、
予
算
は
承

認
、
陳
情
・
継
続
審
査
は

そ
れ
ぞ
れ
趣
旨
採
択
と
し

た
。

■
主
な
質
疑
応
答

【
教
育
総
務
課
】

問　
『
み
さ
き
っ
子
テ

レ
ビ
教
室
』
の
評
判

は
ど
う
か
。

答　
住
民
の
関
心
も
高

く
、
番
組
へ
の
期
待

も
高
ま
っ
て
い
る
。

問　
学
力
テ
ス
ト
の
結

果
、
学
校
単
位
の
公

表
に
関
し
て
の
意
見
は
。

市
町
村
の
判
断
と
い
う
声

も
あ
る
が
。

答　
ど
こ
か
で
決
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を

聞
き
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

【
生
涯
学
習
課
】

問　
中
央
町
史
編
さ
ん

は
予
定
ど
お
り
進
ん

で
い
る
か
。

答　
予
定
よ
り
早
い
く

ら
い
に
進
ん
で
い

る
。
執
筆
者
も
決
ま
り
、

現
在
１
４
６
人
の
地
元
協

力
員
が
集
ま
っ
て
い
る
。

【
保
健
福
祉
課
】

問　
介
護
保
険
の
ニ
ー

ズ
調
査
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。

答　
65
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
３
年
に
１
回

行
う
。

　

愛
育
委
員
の
協
力
を
得

て
90
項
目
の
調
査
を
実
施

す
る
。26
年
２
月
に
調
査
、

回
収
す
る
。

【
健
康
増
進
課
】

問　
地
域
医
療
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
推
進
事
業
の

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付

託
を
受
け
た
条
例
、予
算
、

要
望
な
ど
27
件
に
つ
い
て

審
議
し
た
結
果
、
全
議
案

を
承
認
、
要
望
は
継
続
審

査
と
し
た
。

　

な
お
、
次
の
項
目
に
つ

い
て
意
見
を
付
し
た
。

○�

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

の
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
は
、
十
分
配
慮
し
、

慎
重
に
審
議
す
る
こ
と
。

○�

今
後
の
議
案
提
出
に
あ

た
っ
て
は
、
錯さ

く
ご誤
の
生

じ
な
い
よ
う
に
し
っ
か

り
確
認
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
９
月
定
例
会
で

継
続
審
査
と
し
た
陳
情

は
、
引
き
続
き
継
続
審
査

と
し
た
。

■
主
な
質
疑
応
答

【
総
務
課
】

問　
消
費
税
８
％
の
条

例
改
正
議
案
が
11
も

提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
10

円
未
満
の
取
扱
い
を
統
一

で
き
な
い
か
。

答　
消
費
税
５
％
導
入

時
の
経
緯
も
あ
り
、

将
来
10
％
へ
の
改
正
も
視

野
に
入
れ
て
担
当
課
の
実

情
を
反
映
し
た
も
の
で
、

統
一
す
る
考
え
は
な
い
。

【
情
報
交
通
課
】

問　
旭
地
域
で
10
月
か

ら
試
行
し
て
い
る
地

域
公
共
交
通
事
業
は
好
評

と
の
こ
と
だ
が
、
利
用
状

況
は
ど
う
か
。

答　
１
５
６
人
が
登
録

さ
れ
て
い
る
。
利
用

は
10
月
が
35
回
、
11
月
が

96
回
で
、
相
乗
り
な
ど
工

夫
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

問　
バ
ス
車
庫
の
位
置

に
つ
い
て
９
月
定
例

会
に
お
い
て
検
討
意
見
を

付
し
た
が
、
趣
旨
が
理
解

さ
れ
て
い
な
い
。
再
度
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
検
討
意
見
の
内
容

を
踏
ま
え
て
、
再
度

検
討
し
た
い
。

◇
現
地
を
確
認

　

議
案
審
議
に
関
連
し
て

☆�

大
垪
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル

総
務
常
任
委
員
会
報
告

☆�

和
田
北
バ
ス
停

☆�

旭
総
合
支
所
改
修
工
事

箇
所
（
西
川
）

☆�

町
有
バ
ス
車
庫
建
設
予

定
地
（
緑
花
公
園
）

を
視
察

旭
小
学
校
の
大
規
模

改
修
工
事
が
完
成

民
生
教
育
常
任
委
員
会
報
告

建物管理は大変だ（大垪和コミュニティスクール）
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農
林
、
公
共
土
木
災
害
復
旧

事
業
費
１
億
９
，２
０
０
万
円

内
容
は
。

答　
地
域
医
療
の
課
題

を
明
確
に
し
、
長
期

的
な
視
野
で
課
題
解
決
に

向
け
た
対
策
を
検
討
す
る
。

【
住
民
課
】

問　
か
め
っ
こ
保
育
園

の
中
庭
の
状
況
は
。

ま
た
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
は

撤
去
す
る
の
か
。

答　
現
在
、
落
札
し
た

業
者
、
設
計
業
者
、

保
育
園
と
で
打
ち
合
わ
せ

中
。
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
は
撤

去
し
、
今
度
は
ゴ
ム
チ
ッ

プ
製
に
す
る
。
完
成
は
２

月
末
の
予
定
。

◇
現
地
を
確
認

　

議
案
審
議
に
関
連
し
て

☆�

旭
小
学
校
大
規
模
改
修

工
事
完
成
状
況

☆
柵
原
中
学
校
通
学
路

を
視
察

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
付
託
を
受
け
た
予
算
５

件
、
陳
情
１
件
、
要
望
２

件
に
つ
い
て
審
議
し
た
結

果
、
予
算
は
承
認
、
陳
情

１
件
は
趣
旨
採
択
、
要
望

１
件
は
採
択
、
１
件
は
継

続
審
査
と
し
た
。

■
主
な
質
疑
応
答

【
建
設
課
】

問　
災
害
復
旧
工
事
費

に
１
億
９
，２
０
０

万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
工
事
発
注
は
年

明
け
か
。

答　
で
き
る
だ
け
早
い

う
ち
に
発
注
す
る
。

小
災
害
は
年
度
内
完
成
を

目
指
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
25

年
７
月
か
ら
９
月
の
災
害

分
で
、
24
年
度
の
繰
り
越

し
分
は
12
月
中
に
完
成
す

る
。

【
上
下
水
道
環
境
課
】

問　
事
業
認
可
変
更
委

託
料
４
０
０
万
円
の

詳
細
は
。

答　
柵
原
地
域
の
小
瀬

地
区
は
下
水
道
の
完

成
予
定
が
平
成
35
年
度
と

遅
い
。

　

認
可
区
域
か
ら
除
外
す

る
か
ど
う
か
の
相
談
を
地

元
に
問
い
か
け
て
い
る
。

除
外
と
な
っ
た
時
に
必
要

な
予
算
で
あ
る
。

問　
下
水
道
の
認
可
区

域
外
に
住
宅
な
ど
が

新
築
さ
れ
た
場
合
、
下
水

道
は
接
続
で
き
る
の
か
。

答　
状
況
に
よ
る
。
詳

細
に
つ
い
て
は
担
当

課
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

【
産
業
観
光
課
】

問　
三
保
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
の
整
備
工
事
費

１
，０
９
４
万
円
が
減
額

さ
れ
た
の
は
何
故
か
。

答　
事
業
主
体
が
Ｊ
Ａ

津
山
に
変
更
さ
れ
た

た
め
。

問　
新
築
木
造
住
宅
普

及
促
進
事
業
補
助
金

に
６
棟
分
１
５
０
万
円
が

計
上
さ
れ
た
。
９
月
補
正

に
も
４
棟
分
計
上
し
た
。

住
宅
新
築
が
増
加
し
た
要

因
は
。

答　
こ
れ
ま
で
14
棟
申

請
が
あ
り
、
今
回
６

棟
分
を
追
加
。
町
内
全
域

で
合
計
20
棟
と
今
年
は
特

に
多
い
。
26
年
４
月
か
ら

の
消
費
税
引
き
上
げ
が
関

係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。

◇
現
地
を
確
認

　

議
案
審
議
に
関
連
し
て

☆�

美
作
岡
山
道
路
建
設
予

定
地
（
飯
岡
）

を
視
察

産
業
建
設
常
任
委
員
会
報
告

きれいになった旭小学校‼

現地で説明を聞く委員会（飯岡）
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組合議会の報告組合議会の報告組合議会の報告
組合議会とは、行政上の目的別に他の市町村と共同で事務処理を行い、
目的の事業を効率的に行う団体組織

津
山
圏
域

資
源
循
環
施
設
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
勝

央
、
美
咲
町
）

◇�

11
月
８
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
24
年
度
決
算

認
定
を
賛
成
多
数
、
25

年
度
一
般
会
計
債
務
負

担
行
為
の
限
度
額
補
正

を
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。
監
査
委
員
に
久
常

氏
（
津
山
市
）
を
選
任

し
た
。

久
米
郡
養
護

老
人
ホ
ー
ム
組
合

（
静
香
園
）

（
津
山
市
、
久
米
南
、

美
咲
町
）

　

11
月
13
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
24
年
度
決
算
認

定
、
25
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
７
６
３
万
円
、
特

別
会
計
補
正
予
算
68
万
円

な
ど
４
議
案
を
審
議
、
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

津
山
圏
域
消
防
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
奈

義
、
勝
央
、
久
米
南
、

美
咲
町
）

　

11
月
27
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
24
年
度
決
算
認

定
、
25
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
５
，６
９
４
万
円
、

条
例
案
件
な
ど
４
議
案
を

審
議
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
た
。
監
査
委
員
に
久
常

氏
（
津
山
市
）
を
選
任
し

た
。津

山
広
域
事
務
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、、
奈

津
山
農
業共

済
事
務
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
久

米
南
、
美
咲
町
）

　

11
月
27
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
24
年
度
決
算
認

定
、
25
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
３
２
６
万
円
の
２

議
案
を
審
議
、
全
会
一
致

で
可
決
し
た
。
監
査
委
員

に
久
常
氏
（
津
山
市
）
を

選
任
し
た
。

岡
山
県
中
部
環
境

施
設
組
合

（
真
庭
市
、
美
咲
町
）

　

12
月
25
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
24
年
度
決
算
認

定
、
25
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
８
６
７
万
円
の
２

議
案
を
審
議
、
全
会
一
致

で
可
決
し
た
。

津
山
圏
域

西
部
衛
生
施
設
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
美

咲
町
）

　

１
月
14
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
26
年
度
組
合
会

計
予
算
２
億
３
，４
６
１

万
円
、
25
年
度
組
合
会
計

補
正
予
算
１
１
５
万
円
の

２
議
案
を
審
議
、
全
会
一

致
で
可
決
し
た
。

津
山
圏
域衛

生
処
理
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
美

咲
町
）

　

１
月
14
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
26
年
度
組
合
会

計
予
算
５
億
７
，６
０
０

万
円
、
25
年
度
組
合
会
計

補
正
予
算
組
み
替
え
、
緑

水
園
体
育
施
設
条
例
の
一

部
改
正
、
長
期
継
続
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
の
条
例

制
定
な
ど
４
議
案
を
審
議
、

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

熱回収施設の先進地を視察（東京都ふじみ衛生組合）

◇
１
月
29
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
26
年
度
組
合

会
計
予
算
75
億
９
，３

５
１
万
円
、
津
山
圏
域

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施

設
建
設
・
運
営
事
業
者

選
定
委
員
会
設
置
条
例

廃
止
の
２
議
案
を
審
議

し
、
全
会
一
致
で
可
決

し
た
。
25
年
度
組
合
会

計
補
正
予
算
３
億
６
，

０
９
１
万
円
、
工
事
請

負
変
更
契
約
２
議
案
を

審
議
し
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
た
。

義
、
勝
央
、
久
米
南
、

美
咲
町
）

　

11
月
27
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
24
年
度
決
算
認

定
、
25
年
度
組
合
会
計
補

正
予
算
３
２
０
万
円
の
４

議
案
を
審
議
、
全
会
一
致

で
可
決
し
た
。
監
査
委
員

に
久
常
氏
（
津
山
市
）
を

選
任
し
た
。



町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
みさき9

一般質問
議員が町の執行部に対してさまざまな角度から
町政について質問する

議員名 掲載ページ 質　　問　　内　　容

下山　和由 10ページ
１．工事の安全対策には最大の配慮を
２．分譲地の完売に努力を
３．高齢者の生活環境向上を

山　　剛 11ページ
１．中央・柵原地域にも煙霧機の設置を
２．柵原中学校の通学路を明るく安全に
３．柵原東小学校歩道整備の進捗状況は

小林　達夫 12ページ
１．工事期間中はスクールバス通学を
２．戸別訪問できめ細やかな説明を

松田　英二 13ページ
１．中高一貫校新設に対する教育方針は
２．墓地公園の無縁仏対策は

三船　勝之 14ページ
１．林業活性化にバイオマスの活用を
２．職員寮を農業振興の一助に
３．わかりやすい機構改革を

松島　　啓 15ページ
１．子ども条例の制定を
２．来年度の予算編成方針は
３．集落支援員、地域おこし協力隊の募集を

延原　正憲 16ページ
１．柵原IC（インターチェンジ）を地域活性化の起爆剤に
２．校舎の耐震化はできているか
３．遊休地売却手続きの透明化を

山本　宏治 17ページ
１．新たな対策の考えはあるのか
２．総合支所への人員配置は十分か

左居　喜次 18ページ
１．鳥獣害防止対策をどう講じるか
２．高齢者の孤立を防ぐ具体的な施策を

形井　　圓 19ページ

１．集会所など下水道使用料の減免を
２．地元と連絡を密に
３．通学路の整備を急げ
４．農業公社の活動を町内全域に
５．どうする未利用の公共施設

岩野　正則 20ページ

１．文化・歴史の保存に資料館建設を
２．定住促進につなげよ
３．出会いのきっかけづくりを
４．地域おこし協力隊の導入を
５．引き続き危険家屋の監視を

金谷　髙子 21ページ
１．観光施設で全国発信を
２．健康寿命を伸ばそう
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

下山和由 議員

と
聞
い
て
い
る
。

　

工
事
中
の
自
転
車
、
歩

行
者
な
ど
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
自
転
車
専
用
の
仮

設
道
路
も
で
き
る
よ
う
県

に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　
未
販
売
の
多
い
柵

原
地
域
の
大
戸
下
・

王
子
団
地
の
完
売
を
望
む

団
地
住
民
の
声
も
多
い
。

　

完
売
達
成
に
向
け
て
、

独
自
の
構
想
は
あ
る
か
。

　

ま
た
、
今
以
上
に
わ
か

り
や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
が
必
要
だ
と
思
う

が
。答

遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

王
子
団
地
５
区

画
、
大
戸
下
団
地
８
区
画

が
未
販
売
で
あ
る
。

　

分
譲
地
を
購
入
し
た
場

合
、
本
町
独
自
の
補
助
金

制
度
と
し
て
「
定
住
促
進

住
宅
新
築
等
補
助
金
」「
新

築
木
造
住
宅
普
及
促
進
事

業
補
助
金
」「
町
営
分
譲
住

宅
団
地
等
購
入
補
助
金
」

が
あ
る
。

　

今
後
、
新
し
い
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
完
売

に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

美
作
岡
山
道
の
関

係
で
人
の
流
れ
が
か
な
り

変
わ
っ
て
く
る
と
思
わ

れ
、
分
譲
地
の
販
売
に
も

期
待
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
き
め
細
や
か
な

販
売
方
法
も
考
え
て
い
き

た
い
。

問　
各
地
区
で
町
道
の

修
繕
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

特
に
、
高
齢
者
の
住
宅

入
口
付
近
は
傷
み
も
激
し

く
、
押
し
車
は
も
ち
ろ
ん

車
い
す
で
の
通
行
も
不
能

な
箇
所
が
多
い
。

　

生
活
道
路
の
補
助
金
と

併
せ
て
高
齢
者
の
生
活
環

境
向
上
の
要
望
に
応
え
る

た
め
に
も
対
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　

今
年
度
、
補
正
予
算
は

計
上
で
き
な
い
か
。

答
矢
木
建
設
課
長

　

現
在
、
職
員
で
の

パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
域
か
ら

の
要
望
で
道
路
、
水
路
、
舗

装
の
修
繕
に
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
宅
地
進
入
路
へ

の
生
コ
ン
な
ど
の
原
材
料

支
給
の
方
法
も
あ
る
。
建

設
課
や
各
支
所
産
業
建
設

課
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
必
要
な
補
正
予

算
に
つ
い
て
は
計
上
し
て

い
る
。

問　
26
年
度
か
ら
塚
角

〜
大
戸
下
間
８
０
０

ｍ
が
改
修
着
工
予
定
と
聞

い
て
い
る
が
、
長
期
に
わ

た
る
の
で
は
な
い
か
。

　

工
事
期
間
中
の
歩
行

者
、
自
転
車
の
安
全
策
を

県
と
協
議
し
、
今
後
の
対

策
を
提
示
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

答
矢
木
建
設
課
長

　

路
面
高
を
1.5
〜
1.6

ｍ
か
さ
上
げ
し
、
２
車
線

道
路
の
山
側
に
幅
１
ｍ
程

度
の
路
側
帯
を
確
保
す
る

工
事
で
、
工
期
は
10
年
程

度
か
か
る
の
で
は
な
い
か

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

工
事
の
安
全
対
策
に
は

最
大
の
配
慮
を

十
分
協
議
し
な
が
ら

要
望
し
て
い
く

質問

答弁

分
譲
地
の
完
売
に

努
力
を

高
齢
者
の

生
活
環
境
向
上
を

住宅建築が進む大戸下団地
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

山　剛 議員

問　
６
台
を
ど
の
よ
う

に
利
用
し
て
い
る
の

か
。
予
備
の
機
械
以
外
を

貸
し
出
し
て
い
る
と
聞
く

が
、
な
ぜ
全
部
貸
し
出
さ

な
い
の
か
。

答
山
本
旭
総
合
支
所
産

業
建
設
課
長（
兼
）住

民
福
祉
課
長

　

１
台
を
予
備
に
置
い
て

い
る
が
、
万
全
な
体
制
で

貸
し
出
し
て
い
て
も
、
使

い
方
に
よ
っ
て
は
不
具
合

が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
、

ど
う
し
て
も
１
台
は
残
し

て
お
き
た
い
。

問　
柵
原
中
学
校
の
通

学
路
で
、
木
に
覆
わ

れ
て
青
色
防
犯
灯
が
あ
ま

り
役
に
立
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。

　

白
色
の
電
灯
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
方
が
さ
ら
に
明
る
い
の

で
は
な
い
か
。

　

木
を
切
り
、
電
灯
を
交

換
す
る
考
え
は
。

答
泉
教
育
長

　

柵
原
総
合
支
所
産

業
建
設
課
と
通
学
な
ど
の

安
全
に
支
障
の
な
い
よ
う

に
伐
採
な
ど
行
う
協
議
を

し
て
い
る
。

　

生
徒
の
安
全
を
第
一
に

考
え
、進
め
て
い
き
た
い
。

　

柵
原
地
域
で
教
育
委
員

会
が
管
理
し
て
い
る
防
犯

灯
90
カ
所
の
う
ち
47
カ
所

は
す
で
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
て

い
る
。

　

近
い
将
来
、
全
て
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
す
る
予
定
で
随
時
進

め
て
い
る
。

問　
柵
原
東
小
学
校
の

歩
道
の
設
置
に
つ
い

て
、
そ
の
後
の
進
展
は
。

　

ま
た
、
木
の
伐
採
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

答
國
宗
柵
原
総
合
支
所

産
業
建
設
課
長

　

歩
道
が
未
整
備
の
区
間

の
早
期
整
備
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

　

歩
道
幅
員
を
確
保
す
る

た
め
、
車
道
が
狭
く
な
る

部
分
も
で
き
る
が
、
外
側

線
の
引
き
か
え
や
減
速
波

線
の
施
工
、
標
識
な
ど
の

設
置
に
よ
り
車
両
通
行
の

安
全
に
も
考
慮
し
て
い
き

た
い
。

　

概
略
設
計
も
し
て
お

り
、
来
年
度
か
ら
詳
細
設

計
を
行
っ
て
工
事
着
手
に

入
り
た
い
。

　

ま
た
、
歩
道
に
出
て
い

る
立
ち
木
に
つ
い
て
は
、

建
設
業
協
会
の
青
年
部
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
伐
採
し

て
く
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

問　
家
の
害
虫
な
ど
の

駆
除
を
行
う
煙
霧
機

（
消
毒
を
行
う
機
械
）
が

旭
総
合
支
所
に
あ
る
と
聞

く
が
、
何
台
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
本
庁
、
柵
原
総

合
支
所
に
も
設
置
で
き
な

い
か
。

答
定
本
町
長

　

６
台
あ
り
、
機
械

の
調
整
に
毎
年
10
万
円
程

度
か
か
っ
て
い
る
。

　

予
約
し
た
順
番
で
貸
し

出
し
し
て
い
る
の
で
、
必

要
が
あ
れ
ば
旭
地
域
以
外

で
も
予
約
を
し
て
ほ
し
い
。

中
央
・
柵
原
地
域
に
も

煙
霧
機
の
設
置
を

予
約
が
あ
れ
ば

貸
し
出
し
が
で
き
る

質問

答弁

柵
原
中
学
校
の

通
学
路
を
明
る
く

安
全
に

柵
原
東
小
学
校

歩
道
整
備
の

進
捗
状
況
は

これが煙霧機だ‼
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

小林達夫 議員

に
早
急
に
完
成
さ
せ
る
考

え
だ
。

問　
介
護
申
請
に
つ
い

て
、
問
い
合
わ
せ
の

連
絡
が
あ
れ
ば
対
応
し
た

り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
郵

送
す
る
の
で
は
な
く
、
家

に
出
向
き
、
生
活
の
様
子

や
介
護
の
必
要
の
有
無
を

見
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
全
て
の
人
に
出

向
く
の
が
難
し
い
よ
う
で

あ
れ
ば
、
65
歳
に
な
る
人

か
ら
順
次
と
い
う
方
法
も

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
木
谷
保
健
福
祉
課
長

　

申
請
が
必
要
な
該

当
者
の
把
握
は
難
し
い
部

分
が
あ
る
。

　

介
護
保
険
の
認
定
を
受

け
て
い
な
い
人
を
含
め
65

歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

26
年
２
月
か
ら
、
介
護
保

険
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
予
定

し
て
い
る
。
そ
の
調
査
結

果
を
も
と
に
、
一
時
支
援

が
必
要
か
ど
う
か
な
ど
洗

い
出
し
、
対
応
し
て
い
き

た
い
。

問　
連
絡
が
あ
れ
ば
わ

か
り
や
す
く
説
明
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
の

説
明
も
な
く
申
請
用
紙
を

提
出
さ
せ
た
だ
け
と
い
う

例
も
聞
い
た
。

　

個
々
に
説
明
す
る
こ
と

を
最
初
か
ら
業
務
内
容
に

組
み
込
ん
で
い
れ
ば
、
説

明
が
行
き
届
く
の
で
は
な

い
か
。
職
員
に
指
導
は
し

て
い
る
か
。

答
木
谷
保
健
福
祉
課
長

　

説
明
不
足
の
場
合

も
あ
っ
た
か
と
考
え
る
。

　

本
庁
職
員
だ
け
で
な
く

各
支
所
職
員
に
も
、
申
請

な
ど
に
つ
い
て
十
分
な
説

明
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ

て
い
き
た
い
。

問　
小
ケ
ア
会
議
や
サ

ロ
ン
な
ど
で
町
民
の

状
況
を
把
握
で
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
こ

へ
出
て
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
人
も
い
る
。
ま
た
、

話
す
こ
と
が
苦
手
な
人

や
、
引
き
こ
も
り
が
ち
な

人
も
い
る
の
で
、
や
は
り

一
軒
一
軒
戸
別
訪
問
を

し
、
生
活
の
様
子
を
見
な

が
ら
状
況
を
把
握
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

せ
め
て
65
歳
以
上
を
対

象
に
、
そ
の
よ
う
な
仕
組

み
を
作
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答
定
本
町
長

　

ニ
ー
ズ
調
査
を
も

と
に
、
き
め
細
や
か
な
福

祉
行
政
に
取
り
組
み
た
い
。

　

ま
た
、
ニ
ー
ズ
調
査
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
提
出
が
な

い
人
に
は
、
出
向
い
て
行

き
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　
前
回
質
問
し
た
津

山
柵
原
線
の
塚
角
〜

大
戸
間
の
工
事
期
間
中
に

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
通
学

を
検
討
す
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答
定
本
町
長

　

通
学
路
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
も
協

議
の
対
象
と
な
る
が
、
県

が
ど
の
よ
う
な
体
制
を
と

る
か
が
問
題
だ
。

　

緊
急
輸
送
道
路
に
指
定

さ
れ
て
い
る
の
で
、
県
も

輸
送
に
支
障
が
な
い
よ
う

工
事
期
間
中
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
を

県
の
体
制
を

確
認
し
て
判
断
す
る

質問

答弁

戸
別
訪
問
で

き
め
細
や
か
な

説
明
を

みんな一緒に楽しもう（デイサービスセンター）
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

松田英二 議員

方
針
は
ど
う
か
。

答
泉
教
育
長

　

現
在
、
県
南
の
中

高
一
貫
校
へ
美
作
地
域
か

ら
約
40
人
の
子
ど
も
た
ち

が
進
学
し
て
い
る
。

　

県
北
に
中
高
一
貫
校
が

整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ

う
し
た
状
況
が
改
善
さ

れ
、
さ
ら
に
美
作
地
域
全

体
の
教
育
力
向
上
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
に
協
力
し

て
い
き
た
い
。

問　
エ
リ
ー
ト
集
団
育

成
に
伴
う
教
職
員
の

一
極
集
中
、
既
存
中
学
校

の
生
徒
数
減
少
、
受
験
競

争
の
低
年
齢
化
な
ど
の
デ

メ
リ
ッ
ト
へ
の
対
処
は
。

答
泉
教
育
長

　

過
去
、
県
南
に
お

け
る
中
高
一
貫
校
整
備
の

際
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
不
安

が
囁
か
れ
て
い
た
が
、
そ

れ
ほ
ど
大
き
な
変
動
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
。問　

今
後
、
受
験
に
意

欲
を
持
つ
小
学
生
へ

積
極
的
な
受
験
対
策
を
講

じ
る
考
え
は
。

答
泉
教
育
長

　

今
の
と
こ
ろ
特
別

に
何
か
を
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

問　
町
内
の
中
学
校
の

中
で
旭
中
学
校
の
生

徒
数
は
６
年
後
に
46
人
に

な
る
。
中
高
一
貫
校
へ
の

進
学
者
が
増
え
れ
ば
さ
ら

に
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

将
来
、中
学
校
の
統
合
、

学
区
の
再
編
成
な
ど
は
考

え
て
い
る
の
か
。

答
泉
教
育
長

　

現
状
に
お
い
て
そ

の
必
要
は
な
い
が
、
複
式

学
級
へ
移
行
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
な
っ
た
時
、

地
域
も
ま
じ
え
た
相
談
の

中
で
考
え
て
い
く
べ
き
問

題
で
あ
る
。

　

状
況
を
見
守
り
た
い
。

問　
町
内
に
は
町
営
の

墓
地
公
園
が
５
カ
所

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
墓
地
区
画
数
は
５

０
０
区
画
を
越
え
、
こ
の

う
ち
約
９
割
が
墓
石
を
建

立
し
て
祭
祀
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
将
来
こ
れ
が
無

縁
仏
化
し
た
時
の
た
め
に

納
骨
堂
あ
る
い
は
供
養
所

を
設
け
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

そ
う
し
た
施
設
を

整
備
す
る
と
し
た
場
合
、

土
地
は
提
供
す
る
の
で
管

理
組
合
が
主
体
と
な
っ
て

整
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
町
が
所
有
し
、
町

が
管
理
し
て
い
る
墓

地
公
園
の
施
設
整
備
を
管

理
組
合
に
ゆ
だ
ね
る
と
い

う
の
は
筋
が
違
う
。

答
定
本
町
長

　

一
般
の
個
人
墓
地

に
お
い
て
も
無
縁
仏
化
が

進
ん
で
い
る
。
平
等
性
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
岡
山
県
教
育
委
員

会
は
、
県
立
高
等
学

校
教
育
体
制
整
備
実
施
計

画
を
策
定
し
た
。

　

こ
の
計
画
の
中
に
は
県

北
へ
の
中
高
一
貫
校
整
備

が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

平
成
27
年
４
月
に
県
立
津

山
高
校
へ
県
立
中
学
校
を

新
設
す
る
併
設
型
中
高
一

貫
校
が
開
校
す
る
予
定
だ
。

　

順
調
に
進
め
ば
現
在
の

小
学
校
５
年
生
か
ら
受
験

資
格
が
得
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
が
、
こ
の
中
学
校
受

験
に
対
す
る
美
咲
町
教
育

委
員
会
の
考
え
と
今
後
の

中
高
一
貫
校
新
設
に

対
す
る
教
育
方
針
は

地
域
全
体
の
教
育
力

向
上
に
協
力
す
る

質問

答弁

墓
地
公
園
の

無
縁
仏
対
策
は

中央
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

三船勝之 議員

け
る
べ
く
森
林
組
合
へ
お

願
い
し
て
い
る
。
間
伐
の

搬
出
事
業
に
対
す
る
補
助

な
ど
、
町
独
自
の
対
策
も

あ
る
。

問　
生
ご
み
、
下
水
汚

泥
、
木
材
と
い
っ
た

バ
イ
オ
マ
ス（
生
物
資
源
）

を
微
生
物
で
分
解
し
、
燃

料
ガ
ス
を
取
り
出
す
技
術

が
岡
山
発
の
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
技
術
と
し
て
、
新
聞
で

紹
介
さ
れ
て
い
た
。
中
山

間
地
域
の
活
性
化
に
期
待

で
き
る
新
プ
ラ
ン
ト
で
あ

る
が
、
導
入
の
考
え
は
な

い
か
。

答
定
本
町
長

　

バ
イ
オ
マ
ス
事
業

に
つ
い
て
打
診
が
あ
っ
た

が
、
年
間
８
万
ト
ン
の
木

材
が
必
要
で
、
本
町
だ
け

で
は
賄
え
な
い
。
実
際
に

検
討
す
る
場
合
は
近
隣
町

村
と
も
話
を
し
て
い
く
。

県
に
も
問
い
合
わ
せ
を
し

て
お
り
、
指
導
を
仰
い
で

い
る
。

　

ま
た
、
竹
も
活
用
で
き

る
と
の
こ
と
で
期
待
し
て

い
る
。

問　
前
回
、
畜
産
セ
ン

タ
ー
職
員
寮
の
家
族

棟
と
町
有
地
を
セ
ッ
ト
に

し
、
農
業
振
興
に
利
用
し

て
は
ど
う
か
と
い
う
質
問

を
し
た
が
、
調
査
検
討
は

で
き
た
か
。

答
山
本
産
業
観
光
課
長

　

家
族
棟
は
非
常
に

立
派
で
あ
る
。
農
地
に
つ

い
て
は
、
希
望
者
の
使
用

目
的
に
よ
り
変
わ
っ
て
く

る
が
、
希
望
が
あ
れ
ば
家

族
棟
と
農
地
を
セ
ッ
ト
で

紹
介
す
る
。

答
定
本
町
長

　

４
〜
５
反
の
民
有

地
は
あ
る
が
、
町
が
保
証

人
に
な
る
こ
と
が
所
有
者

の
希
望
で
あ
る
。

　

県
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
県
の
畜
産
セ
ン
タ
ー

職
員
寮
で
あ
る
た
め
、
新

規
就
農
者
か
研
修
生
で
あ

れ
ば
審
査
の
上
入
居
可
能

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問　
機
構
改
革
で
部
制

を
導
入
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
本
町
の
よ
う
な

小
さ
い
行
政
に
は
部
制
は

似
合
わ
な
い
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答
岡
部
副
町
長

　

３
つ
の
作
業
部
会

に
分
か
れ
鋭
意
検
討
し
、

組
織
の
基
本
的
な
枠
は
出

来
上
が
っ
て
い
る
。

　

方
針
の
概
要
は
「
職
員

の
意
識
改
革
と
組
織
の
活

性
化
」「
縦
割
り
組
織
の
弊

害
の
解
消
」「
最
小
経
費
で

最
大
の
事
業
展
開
を
」
で

あ
り
、
改
良
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
部
は
グ
ル
ー
プ

と
い
う
意
味
で
あ
り
、
部

長
は
置
か
な
い
。

問　
山
林
の
保
全
に
つ

い
て
、
森
林
組
合
が

間
伐
な
ど
に
よ
り
、
一
定

の
保
全
管
理
を
行
っ
て
い

る
が
、
山
林
の
活
性
化
に

ま
で
は
つ
な
が
っ
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。

　

町
と
し
て
何
か
対
策
は

あ
る
の
か
。

答
山
本
産
業
観
光
課
長

　

ヒ
ノ
キ
、
杉
な
ど

の
人
工
林
の
整
備
に
主
眼

を
置
き
、
森
林
組
合
に
お

願
い
し
て
い
る
。

答
定
本
町
長

　

森
林
経
営
計
画
を

立
て
、
国
の
補
助
金
を
受

林
業
活
性
化
に

バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
を

事
業
化
の調査

を
し
て
い
く

質問

答弁

職
員
寮
を

農
業
振
興
の一助

に

わ
か
り
や
す
い

機
構
改
革
を

燃料ガス生成の仕組み（山陽新聞に掲載された図）
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

松島　啓 議員

続
的
、
安
定
的
に
行
う
た

め
に
も
本
町
に
合
っ
た
意

義
あ
る
条
例
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
の
意
見
を
反
映

さ
せ
た
条
例
制
定
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

答
泉
教
育
長

　

子
ど
も
会
議
な
ど

で
子
ど
も
た
ち
の
想
い
を

積
極
的
に
発
言
す
る
機
会

は
必
要
で
あ
る
。
子
ど
も

た
ち
の
自
信
に
つ
な
が

り
、
大
人
も
子
ど
も
た
ち

の
考
え
が
理
解
で
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
り
を
し
っ

か
り
果
た
し
て
い
く
こ
と

で
子
ど
も
の
成
長
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。

　

条
例
制
定
は
検
討
し
た

い
。問　

町
の
財
政
指
標

は
、
少
し
ず
つ
改
善

さ
れ
て
い
る
が
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
運
営
状
況
で

あ
る
。
今
後
、
本
町
の
将

来
像
を
描
き
な
が
ら
、
い

か
に
し
て
行
財
政
運
営
を

行
う
の
か
。
来
年
度
の
予

算
編
成
方
針
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

借
金
の
繰
上
償

還
、
基
金
の
積
立
な
ど
で

財
政
健
全
化
を
図
っ
て
き

た
。
27
年
度
か
ら
６
年
間

で
普
通
交
付
税
が
約
10
億

円
減
額
さ
れ
る
。

　

今
後
、
住
民
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
効
率
的

な
事
業
運
営
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

答
定
本
町
長

　

将
来
を
担
う
子
供

た
ち
の
た
め
に
も
、
借
金

は
あ
ま
り
残
す
べ
き
で
は

な
い
。
身
の
丈
に
合
っ
た

行
財
政
運
営
を
行
う
。
ま

た
、子
育
て
支
援
の
継
続
、

過
疎
計
画
に
載
せ
て
い
る

事
業
は
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　
総
務
省
の
事
業

で
、
地
域
内
の
人
材

を
活
用
し
、
地
域
の
目
配

り
役
と
し
て
地
域
づ
く
り

を
推
進
す
る
『
集
落
支
援

員
』。

　

ま
た
、
地
域
外
の
都
市

部
か
ら
人
材
を
誘
致
し
、

地
域
の
支
援
を
し
な
が
ら

定
住
促
進
を
図
る
『
地
域

お
こ
し
協
力
隊
』。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
近
隣

市
町
村
で
は
積
極
的
に
取

り
組
み
成
果
を
上
げ
て
い

る
。

　

町
と
し
て
事
業
申
請
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

先
日
、『
集
落
支
援

員
』
と
『
地
域
お
こ
し
協

力
隊
』
の
両
方
を
採
用
し

て
い
る
広
島
県
神
石
高
原

町
へ
区
長
会
の
皆
さ
ん
と

研
修
に
行
っ
た
。
事
業
の

効
果
と
課
題
、
行
政
の
関

わ
り
方
な
ど
参
考
に
な
っ

た
。

　

今
、
参
加
者
に
ア
ン
ケ

ー
卜
を
お
願
い
し
て
い

る
。
そ
の
内
容
を
見
な
が

ら
制
度
導
入
を
検
討
し
た

い
。

問　
子
ど
も
や
若
者

が
、
自
分
の
存
在
、

成
長
を
家
庭
・
学
校
・
地

域
・
行
政
な
ど
地
域
社
会

全
体
が
支
え
て
く
れ
て
い

る
と
い
う
実
感
を
持
っ
て

行
動
す
る
こ
と
。
生
き
い

き
と
ま
ち
づ
く
り
の
主
体

と
な
っ
て
成
長
、
発
達
し

て
い
く
、
仕
組
み
作
り
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

『
子
ど
も
条
例
』
は
、

子
ど
も
の
権
利
の
視
点
を

大
切
に
し
、
子
ど
も
支
援

の
施
策
を
方
向
づ
け
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
先
進
地
の
総
社

市
で
は
条
例
の
中
に
、
子

ど
も
会
議
（
子
ど
も
議
会

な
ど
）
を
設
置
し
、
子
ど

も
た
ち
の
意
見
表
明
の
場

を
つ
く
り
、
教
育
効
果
を

上
げ
て
い
る
。

　

子
育
て
支
援
と
と
も
に

子
ど
も
支
援
の
施
策
を
継

来
年
度
の

予
算
編
成
方
針
は

集
落
支
援
員
、

 

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
募
集
を

ただいま子ども会議？開催中

子ども条例の制定を

子ども・子育て
会議で検討したい

質問

答弁
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

延原正憲 議員

答
定
本
町
長

　

平
成
15
年
６
月
に

決
定
さ
れ
た
幅
２
５
０
ｍ

の
ル
ー
ト
案
の
中
で
具
体

化
し
て
い
く
も
の
と
認
識

し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の

ル
ー
ト
変
更
の
話
は
一
切

聞
い
て
い
な
い
。

　

地
元
の
活
性
化
の
た

め
、
柵
原
Ｉ
Ｃ
に
か
け
る

思
い
は
柵
原
地
域
だ
け
で

な
く
美
咲
町
全
体
と
し
て

も
、
町
内
唯
一
の
高
規
格

道
路
と
し
て
関
心
を
も
っ

て
い
る
。
特
に
柵
原
地
域

の
企
業
に
は
大
変
な
メ
リ

ッ
ト
に
な
る
と
期
待
し
て

お
り
、
工
業
団
地
も
考
え

ら
れ
る
。

　

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
の
残

土
を
利
用
し
て
農
地
の
圃

場
整
備
な
ど
飯
岡
地
区
の

活
性
化
を
考
え
て
い
る
。

問　
県
提
示
の
ル
ー
ト

案
に
つ
い
て
地
元
で

は
、
色
々
な
憶
測
で
不
安

や
心
配
を
し
て
い
る
人
も

多
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

地
域
活
性
化
の
期
待
よ
り

被
害
者
意
識
が
高
ま
る
恐

れ
も
あ
る
。

　

町
が
も
っ
と
積
極
的
に

県
と
住
民
の
間
に
立
ち
、

問
題
解
決
に
努
力
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

答
定
本
町
長

　

こ
の
道
路
が
原
因

で
、
災
害
が
発
生
し
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
は
当
然

で
あ
り
、
県
と
分
担
し
て

対
応
す
る
。

　

ま
た
、
騒
音
な
ど
で
迷

惑
す
る
部
分
は
、
防
音
壁

の
設
置
や
、
買
収
範
囲
を

縮
小
す
る
た
め
高
架
に
変

更
す
る
な
ど
県
に
要
望
す

べ
き
こ
と
は
や
っ
て
い
く
。

問　
柵
原
中
学
校
お
よ

び
旭
中
学
校
の
校
舎

な
ど
の
耐
震
検
査
の
状
況

を
確
認
し
た
い
。
ま
た
、

将
来
の
３
中
学
校
の
統
合

計
画
は
振
興
計
画
の
中
で

検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

答
泉
教
育
長

　

柵
原
中
学
校
は
、

検
査
の
結
果
心
配
な
い
。

旭
中
学
校
は
平
成
14
年
の

建
築
で
あ
り
耐
震
化
の
問

題
は
な
い
。

　

中
学
校
の
統
合
に
つ
い

て
は
、
当
分
の
間
予
定
は

し
て
い
な
い
。
統
合
問
題

は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
聞

き
な
が
ら
進
め
る
問
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
町
有
遊
休
地
売
却

入
札
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
町
民
か
ら
疑
惑
を

招
か
な
い
よ
う
周
知
方

法
、
周
知
期
間
や
入
札
結

果
の
公
表
な
ど
、
透
明
化

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

手
続
き
の
透
明
性

を
図
る
た
め
、
事
務
の
要

綱
を
設
け
た
い
。

問　
先
般
、
県
が
美
作

岡
山
道
路
の
湯
郷
温

泉
Ｉ
Ｃ
か
ら
柵
原
Ｉ
Ｃ
ま

で
の
ル
ー
ト
案
に
つ
い
て

地
元
説
明
会
を
実
施
し

た
。
地
元
で
は
ル
ー
ト
変

更
を
求
め
る
動
き
も
あ

り
、
早
期
開
通
の
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

美
作
岡
山
道
路
計
画
に

つ
い
て
の
町
の
基
本
姿
勢

を
再
度
確
認
す
る
と
と
も

に
、
町
と
し
て
柵
原
Ｉ
Ｃ

開
通
を
起
爆
剤
と
し
て
、

周
辺
地
域
の
具
体
的
な
開

発
構
想
が
あ
れ
ば
提
示
を
。

柵
原
Ｉ
Ｃ（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）を

地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
に

町
全
体
の
発
展
に

繋つ
な

げ
る
よ
う
努
力
す
る

質問

答弁

校
舎
の
耐
震
化
は

で
き
て
い
る
か

遊
休
地
売
却

手
続
き
の

透
明
化
を

早期開通が待たれる美作岡山道路
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

山本宏治 議員

止
対
策
協
議
会
を
設
立

し
、
団
体
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

る
。
同
時
に
、
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
を
発
足
し
、

地
域
の
集
中
的
な
駆
除
活

動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

緊
急
雇
用
の
制
度
は
、

今
年
度
で
終
わ
る
と
聞
い

て
い
る
。

答
定
本
町
長

　

緊
急
雇
用
の
制
度

が
残
っ
て
い
れ
ば
検
討
す

る
。

　

箱
わ
な
の
補
助
制
度
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
要

請
が
な
か
っ
た
が
、
あ
れ

ば
対
応
で
き
る
と
考
え
る
。

問　
総
務
省
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
が

あ
る
。
駆
除
活
動
や
捕
獲

し
た
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
を

使
っ
た
ジ
ビ
エ
料
理
も
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
協
力

隊
を
依
頼
す
る
考
え
は
な

い
か
。
ま
た
、
町
お
こ
し

に
利
用
す
る
方
策
は
な
い

か
。答

定
本
町
長

　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
鳥
獣
害
駆
除
の
要
目

が
な
い
。
集
落
支
援
員
と

い
う
方
法
も
あ
る
が
、
例

え
ば
猟
友
会
の
役
員
と
区

長
の
兼
務
と
な
る
と
、
支

援
員
の
提
出
書
類
が
膨
大

で
難
し
い
の
で
は
な
い

か
。
10
月
に
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
が
発
足
し
た
の

で
、
そ
の
様
子
を
見
な
が

ら
考
え
た
い
。

　

ジ
ビ
エ
料
理
に
関
連
し

て
、
美
作
市
に
シ
カ
や
イ

ノ
シ
シ
な
ど
の
解
体
場
が

あ
り
、
解
体
は
し
て
も
ら

え
る
が
、
本
町
独
自
に
は

考
え
て
い
な
い
。

問　
総
合
支
所
の
職
員

数
が
減
っ
て
き
て
い

る
が
、
支
所
と
し
て
の
機

能
に
不
具
合
は
な
い
か
。

　

町
民
に
は
不
満
も
あ
る

が
、
我
慢
し
て
い
る
部
分

も
あ
り
苦
情
と
し
て
は
届

い
て
い
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
各
支
所
の
現
状
は
ど

う
か
。

答
山
本
旭
総
合
支
所
産

業
建
設
課
長（
兼
）住

民
福
祉
課
長

　

予
想
さ
れ
る
事
態
に
は

支
所
の
職
員
や
本
庁
の
応

援
で
対
応
で
き
て
い
る
。

緊
急
時
に
は
対
応
で
き
な

い
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
。答

中
西
柵
原
総
合
支
所

長

　

災
害
時
な
ど
は
本
庁
の

応
援
が
必
要
。
ま
た
、
支

所
周
辺
は
店
の
減
少
な
ど

活
気
が
薄
れ
て
き
た
。

問　
機
構
改
革
に
関
連

し
て
、
本
庁
と
支
所

の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。

答
岡
部
副
町
長

　

こ
れ
ま
で
の
反
省

を
踏
ま
え
、
役
割
分
担
、

連
携
を
し
っ
か
り
し
て
い

く
。

問　
各
地
区
で
鳥
獣
被

害
が
激
し
い
。
農
業

後
継
者
の
若
者
も
被
害
に

苦
慮
し
て
お
り
、
農
業
離

れ
に
拍
車
が
か
か
る
恐
れ

が
あ
る
。

　

町
も
補
助
金
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
面
で
対
策
を
講
じ

て
い
る
の
は
承
知
し
て
い

る
。
緊
急
雇
用
で
専
門
職

員
を
２
人
程
度
採
用
し
、

年
間
を
通
し
て
の
駆
除
活

動
や
箱
わ
な
の
補
助
制
度

を
設
け
る
な
ど
、
さ
ら
な

る
対
策
の
考
え
は
。

答
山
本
産
業
観
光
課
長

　

10
月
に
鳥
獣
害
防

新
た
な
対
策
の

考
え
は
あ
る
の
か

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

に
期
待
し
て
い
る

質問

答弁

総
合
支
所
へ
の

人
員
配
置
は十分

か
鳥獣被害対策、次の一手は？
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求することは禁止されています。

左居喜次 議員

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

10
月
に
美
咲
町
鳥
獣
害

防
止
対
策
協
議
会
を
設

立
、
同
時
に
被
害
対
策
実

施
隊
を
結
成
し
た
。
関
係

団
体
や
被
害
対
策
実
施
隊

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

よ
り
効
果
的
に
取
り
組
む
。

問　
頭
数
な
ど
の
調

査
、
把
握
を
近
隣
市

町
村
や
県
へ
働
き
か
け
、

連
携
し
て
対
策
を
講
じ
る

べ
き
で
は
。

答
山
本
産
業
観
光
課
長

　

現
在
の
駆
除
活
動

は
町
内
だ
け
に
限
っ
て
い

る
が
、
将
来
、
近
隣
市
町

村
、
猟
友
会
・
駆
除
班
、

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の

連
携
が
必
要
に
な
る
。

　

関
係
団
体
相
互
の
連
携

を
密
に
す
る
こ
と
で
効
果

が
上
が
る
も
の
と
考
え
る
。

問　
高
齢
者
の
行
方
が

分
か
ら
な
く
な
る
事

案
が
大
変
多
く
発
生
し
て

い
る
。

　

高
齢
者
の
日
頃
の
見
守

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

　

今
後
、
高
齢
者
の
見
守

り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

答
村
島
健
康
増
進
課
長

　

伝
統
行
事
、
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
、友
愛
訪
問
、

サ
ロ
ン
な
ど
の
ふ
れ
あ
い

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
地
域
が
多
い
。

　

行
政
と
し
て
は
、
継
続

的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
支

援
し
て
い
る
。

　

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
立
ち
上
げ
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
地
域
で
の

日
頃
の
見
守
り
を
積
極
的

に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

　

社
協
と
と
も
に
小
地
域

ケ
ア
会
議
を
立
ち
上
げ
、

定
期
的
に
地
域
の
問
題
を

話
し
合
う
よ
う
に
し
て
い

る
。問　

地
域
の
行
事
に
参

加
で
き
な
い
孤
立
し

そ
う
な
人
を
ど
の
よ
う
に

把
握
し
、
対
応
し
て
い
く

の
か
。

答
村
島
健
康
増
進
課
長

　

日
常
生
活
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

も
と
に
、
介
護
予
防
の
視

点
で
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
対
応
し
て
い
る
。

　

外
出
で
き
な
い
場
合

は
、
健
康
増
進
課
や
支
所

の
保
健
師
な
ど
が
チ
ー
ム

を
組
ん
で
訪
問
調
査
を

し
、
分
析
し
て
い
る
。

答
定
本
町
長

　

サ
ポ
ー
ト
福
祉
を

立
ち
上
げ
、
約
２
５
０
人

の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
待
機
し

て
も
ら
っ
て
い
る
が
な
か

な
か
要
請
が
な
い
と
い
う

の
が
現
状
で
あ
る
。

　

積
極
的
に
人
と
人
が
交

わ
る
方
向
で
進
め
て
い
き

た
い
。

問　
丹
精
し
て
育
て
た

農
作
物
が
一
夜
の
う

ち
に
荒
ら
さ
れ
て
し
ま
う

よ
う
な
現
状
を
打
破
し
、

喜
び
あ
る
収
穫
期
を
迎
え

る
た
め
に
対
策
を
問
う
。

　

鳥
獣
被
害
の
現
状
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。今
後
、

被
害
防
止
に
向
け
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い

く
の
か
。

答
山
本
産
業
観
光
課
長

　

被
害
の
現
状
は
、

詳
細
に
把
握
で
き
て
い
な

い
が
、
有
害
鳥
獣
の
駆
除

件
数
か
ら
見
て
増
加
傾
向

に
あ
り
、
被
害
額
も
増
加

鳥
獣
害
防
止
対
策
を

ど
う
講
じ
る
か

関
係
団
体
の
連
携
を

図
り
取
り
組
む

質問

答弁

高
齢
者
の
孤
立
を

防
ぐ
具
体
的
な

施
策
を

訪ねてみてよ、一人ぼっちにしないでね
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形井　圓 議員

問　
公
共
施
設
へ
の
下

水
道
接
続
率
が
少
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

　

地
域
が
使
用
し
て
い
る

集
会
所
な
ど
の
使
用
料
の

減
免
は
で
き
な
い
か
。

答
赤
堀
上
下
水
道
環
境

課
長

　

学
校
な
ど
の
公
共
施
設

に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
接
続

し
て
い
る
。
他
の
施
設
は

順
次
進
め
て
い
る
。

　

地
区
で
管
理
を
し
て
い

る
集
会
所
な
ど
は
、
加
入

金
が
減
免
の
対
象
に
な
っ

て
い
る
。

答
定
本
町
長

　

使
用
料
に
つ
い
て

は
、
現
状
を
調
査
し
報
告

す
る
。

問　
県
関
係
の
事
業
要

望
で
、
地
元
と
の
連

絡
調
整
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か
。
国
・
県
の

補
助
事
業
の
情
報
収
集
が

必
要
と
思
わ
れ
る
。
地
元

の
県
議
会
議
員
な
ど
と
の

意
見
交
流
会
は
実
施
で
き

な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

県
事
業
に
つ
い
て

は
、
地
元
要
望
を
基
に
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
県
に

要
望
書
を
出
し
て
い
る
。

　

重
要
な
路
線
は
期
成
会

が
あ
り
県
議
が
顧
問
と
な

り
会
合
を
し
て
い
る
。

問　
町
振
興
計
画
の
策

定
が
遅
れ
て
い
る
。

策
定
後
に
町
政
報
告
会
の

実
施
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

昨
年
、
報
告
会
を

実
施
し
た
。
あ
る
程
度
の

実
績
が
で
き
れ
ば
実
施
し

た
い
。

問　
小
原
地
内
か
ら
加

美
小
学
校
へ
の
通
学

路
を
整
備
中
だ
が
完
成
は

い
つ
か
。
河
川
側
の
ガ
ー

ド
パ
イ
プ
、
の
り
面
整
備

は
設
計
に
配
置
さ
れ
て
い

る
か
。

答
矢
木
建
設
課
長

　

事
業
は
今
年
度
で

完
了
す
る
。
川
に
面
し
た

通
学
路
で
も
あ
り
、
転
落

防
止
の
柵
、
川
側
に
面
し

た
の
り
面
の
処
理
も
行
う
。

問　
加
美
小
学
校
校
門

付
近
か
ら
、
駐
車
場

ま
で
の
町
道
改
良
要
望
が

地
元
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
提
出

さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
計

画
は
。

答
定
本
町
長

　

要
望
が
出
さ
れ
て

い
る
道
路
で
は
、
事
故
が

多
く
発
生
し
て
い
る
と
聞

く
。
改
良
し
な
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

問　
加
美
小
学
校
の
プ

ー
ル
前
の
河
川
に
大

量
の
土
砂
が
堆
積
し
て
お

り
、
大
雨
が
降
る
と
氾
濫

し
、
道
路
や
学
校
の
敷
地

ま
で
流
れ
込
み
大
変
危
険

で
あ
る
。
県
へ
浚
渫
な
ど

の
要
望
は
出
し
て
い
る
か
。

答
矢
木
建
設
課
長

　

河
川
に
か
な
り
の

堆
積
物
が
あ
る
。
来
年
度

県
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　
農
業
を
取
り
巻
く

現
状
は
、
後
継
者
問

題
な
ど
を
始
め
大
変
厳
し

い
。
農
業
公
社
の
活
動
を

町
全
域
に
拡
大
す
る
こ
と

が
重
要
で
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

農
業
・
農
地
の
円

滑
化
団
体
は
、
農
業
公
社

か
農
協
し
か
な
い
が
、
自

主
運
営
が
で
き
る
状
態
で

は
な
い
。補
助
金
を
出
し
、

重
き
を
置
い
て
い
る
。

問　
利
用
さ
れ
て
い
な

い
公
共
施
設
の
活
用

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
土
地
の
借
地
料
だ
け

で
も
年
間
１
，２
５
８
万

円
も
あ
る
。
不
要
な
土
地

に
つ
い
て
は
返
還
し
、
施

設
は
処
分
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

利
用
さ
れ
て
い
な

い
施
設
に
つ
い
て
も
、
電

気
代
な
ど
支
払
っ
て
お

り
、
不
要
な
施
設
は
取
り

壊
し
て
い
き
た
い
。

集会所など下水道
使用料の減免を

現状を調査し
報告する

質問

答弁

地
元
と
連
絡
を
密
に

通
学
路
の整備

を
急
げ

農
業
公
社
の
活
動

を
町
内
全
域
に

ど
う
す
る
未
利
用

の
公
共
施
設

今まではこんな道を毎日歩いていたのです
（加美小付近）
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

岩野正則 議員

問　
資
料
館
建
設
の
考

え
は
な
い
か
。
資
料

の
保
存
や
処
理
の
判
断

に
、
第
三
者
も
入
れ
、
二

重
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
体

制
が
必
要
で
は
。

答
定
本
町
長

　

今
の
と
こ
ろ
資
料

館
は
必
要
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　

貴
重
な
も
の
は
、
コ
ピ

ー
や
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

で
保
存
す
る
。

問　
未
売
却
の
分
譲
地

の
販
売
促
進
の
取
り

組
み
は
。

　

住
宅
用
地
の
無
償
譲
渡

で
定
住
施
策
が
で
き
な
い

か
。答

遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

補
助
金
制
度
で
対

応
し
て
い
る
。

　

特
別
会
計
で
販
売
を
実

施
し
て
お
り
、
無
償
譲
渡

は
困
難
だ
。

問　
移
住
、
定
住
促
進

の
た
め
厳
し
い
条
件

を
付
け
、
動
か
な
い
土
地

を
無
償
譲
渡
し
て
い
る
町

が
あ
る
が
、
本
町
で
検
討

で
き
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

町
外
の
人
に
安
く

販
売
し
た
り
無
料
に
す
る

な
ど
は
、
公
平
性
に
欠
け

る
た
め
難
し
い
。

問　
結
婚
支
援
事
業
の

取
り
組
み
状
況
、
実

績
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
県
北
自
治
体
で

結
婚
支
援
協
定
が
で
き
な

い
か
。

答
山
本
産
業
観
光
課
長

　

全
国
の
結
婚
相
談

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
相

談
会
や
お
見
合
い
合
宿
、

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
開
催
し
て

き
た
。
今
後
、
結
婚
サ
ー

ク
ル
の
立
ち
上
げ
を
検
討

し
て
い
る
。

　

県
北
で
は
広
域
事
務
組

合
が
活
動
を
始
め
て
お

り
、連
携
し
て
い
き
た
い
。

問　
過
疎
、
高
齢
者
集

落
へ
ど
う
取
り
組
む

か
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
受
け
入
れ
る
考
え
は
な

い
か
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

早
め
に
検
討
し
、

方
向
性
を
見
い
だ
し
て
い

き
た
い
。
協
力
隊
の
導
入

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
く
。

問　
危
険
家
屋
・
老
朽

家
屋
調
査
の
現
状

は
。
町
が
主
体
的
に
取
り

組
む
考
え
は
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

今
年
度
５
件
受
け

付
け
て
、
現
地
調
査
な
ど

し
て
い
る
。

答
定
本
町
長

　

個
人
財
産
の
た
め

対
応
に
苦
慮
し
て
い
る

が
、
公
共
施
設
、
道
路
な

ど
へ
の
危
険
が
あ
れ
ば
申

し
入
れ
を
し
て
い
く
。
条

例
の
範
囲
内
で
対
応
し
て

い
き
た
い
。

問　
公
文
書
の
管
理
、

処
分
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
処
分
す
る
資
料

の
チ
ェ
ッ
ク
は
で
き
て
い

る
か
。

答
難
波
総
務
課
長

　

管
理
規
定
お
よ
び

編
さ
ん
保
存
規
定
に
基
づ

き
管
理
し
て
い
る
。

　

保
存
年
限
が
過
ぎ
た
も

の
は
文
化
的
価
値
な
ど
各

担
当
課
で
判
断
し
、
不
要

な
も
の
は
廃
棄
処
理
を
し

て
い
る
。

問　
美
咲
町
史
編
さ
ん

室
の
現
在
の
進
捗
状

況
は
。

答
山
下
生
涯
学
習
課
長

　

３
人
体
制
で
、
編

集
体
制
並
び
に
組
織
作
り

の
準
備
を
し
て
い
る
。
指

導
、
執
筆
担
当
者
も
ほ
ぼ

決
定
し
、
現
在
地
元
協
力

員
１
１
４
人
が
内
定
し
て

い
る
。

定
住
促
進
に
つ
な
げ
よ

出
会
い
の
き
っ
か
け

づ
く
り
を

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
導
入
を

引
き
続
き

危
険
家
屋
の監視

を

文化・歴史の
保存に資料館建設を

今のところ
考えていない

質問

答弁

過去の教訓を未来に生かす（町史編さん室）
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

金谷髙子 議員

用
状
況
は
。
条
例
を
定
め

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

　

⑤
26
年
度
に
新
駅
舎
が

で
き
る
。
鉄
道
保
存
会
と

の
協
議
は
で
き
て
い
る

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

駅
舎
が
で
き
る
の
か
。

答
山
本
産
業
観
光
課
長

　

①
ピ
ー
ク
は
平
成

17
年
度
の
３
１
，３
８
１

人
、23
年
度
が
９
，１
５
９

人
、24
年
度
が
７
，８
０
９

人
で
、
今
年
度
は
昨
年
度

を
上
回
る
予
想
。

　

②
町
内
の
小
中
学
生
は

無
料
に
し
て
い
る
。
町
外

の
小
中
学
生
は
現
状
ど
お

り
と
考
え
て
い
る
。

答
泉
教
育
長

　

③
地
元
の
小
学

校
、
旭
小
学
校
が
学
習
に

行
っ
て
い
る
。
小
学
校
の

副
読
本
に
細
か
い
内
容
も

出
て
お
り
、
学
校
ご
と
に

校
外
研
修
を
組
ん
で
い
る
。

答
山
本
産
業
観
光
課
長

　

④
平
成
10
年
の
開

館
当
初
か
ら
入
館
し
な
い

人
の
利
用
は
有
料
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
、
条
例
に

は
な
い
の
で
改
定
す
る
。

答
國
宗
柵
原
総
合
支
所

産
業
建
設
課
長

　

⑤
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の

構
造
、
レ
ー
ル
の
敷
設
、

駅
舎
の
建
築
な
ど
の
工
事

関
係
に
つ
い
て
、
保
存
会

と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

保
存
会
は
23
人
程
度
の
会

員
が
お
ら
れ
る
。
新
駅
舎

は
木
造
平
家
建
て
48
・
51

㎡
で
ホ
ー
ル
、
待
合
室
、

売
店
、
男
女
お
よ
び
多
目

的
ト
イ
レ
を
計
画
中
。

問　
現
在
で
も
行
列
が

で
き
る
「
た
ま
ご
か

け
ご
は
ん
」
だ
が
、
５
年

６
カ
月
で
42
万
人
を
超
え

た
。
ま
だ
ま
だ
あ
る
美
咲

町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ア

ナ
ウ
ン
ス
や
映
像
で
紹
介

で
き
な
い
か
。

答
山
本
産
業
観
光
課
長

　

見
慣
れ
て
い
る
棚

田
な
ど
も
、
町
外
の
人
か

ら
見
る
と
、
魅
力
的
な
観

光
資
源
で
あ
る
。
本
町
の

Ｐ
Ｒ
を
す
る
た
め
に
紹
介

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
を
考
え
て

い
る
。

問　
平
均
寿
命
で
な

く
、
健
康
寿
命
を
伸

ば
す
に
は
、
生
活
習
慣
や

食
生
活
の
改
善
が
重
要
で

あ
る
。
長
野
県
で
は
、
保

健
師
の
手
助
け
を
す
る
保

健
補
助
員
の
制
度
を
取
り

入
れ
て
い
る
。

　

本
町
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

答
村
島
健
康
増
進
課
長

　

適
切
な
質
と
量
の

食
事
と
し
て
、「
主
食
、
主

菜
、
副
菜
そ
ろ
っ
た
食
事

の
増
加
」「
食
塩
摂
取
量
の

減
少
」「
野
菜
摂
取
量
の
増

加
」「
適
正
体
重
の
維
持
」

「
家
族
一
緒
に
食
事
を
す

る
共
食
の
増
加
」
を
重
点

目
標
に
発
信
し
て
い
る
。

　

愛
育
委
員
、
栄
養
委
員

の
役
割
を
も
う
一
度
地
域

の
中
で
認
識
し
て
も
ら

い
、
一
緒
に
活
動
を
広
げ

る
こ
と
が
必
要
だ
。

問　
柵
原
地
域
に
は
、

鉱
山
資
料
館
が
あ

り
、
片
上
鉄
道
保
存
会
が

毎
月
第
１
日
曜
日
に
汽
車

を
走
ら
せ
る
イ
ベ
ン
ト
が

あ
る
。
そ
の
日
に
は
１
０

０
人
く
ら
い
の
人
が
来
ら

れ
る
が
鉱
山
資
料
館
へ
の

入
館
者
は
少
な
い
。

　

①
入
館
者
の
数
は
。

　

②
親
子
で
入
館
す
る
人

の
子
ど
も
料
金
を
半
額
に

で
き
な
い
か
。

　

③
小
中
学
校
の
社
会
教

育
と
し
て
の
学
習
の
状
況

は
。

　

④
２
階
の
会
議
室
の
利

観
光
施
設
で全

国
発
信
を

美
咲
町
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
を
検
討
中

質問

答弁

健
康
寿
命
を伸ば

そ
う

昭和の町並み、観に来てね（柵原鉱山資料館）
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　12月５日、一般質問初日に美咲中央小学校 　６年生（31人）が、３学期から始まる社会科の
授業に先立ち議会見学に訪れました。
　寄せてくれた感想をご紹介します。（抜粋）

話はよく分からなかった
けど、町民が住みやすい、
幸せになるという事を話し
合っているということが分
かりました。

議長席にも座らせてもらい、
とても興奮しました。ぼくは
今日の議会を見て大きくなったら
役場などに勤めて町民のことを
考えてみたいと少し思いました。

ベルがなって、皆さんが
立ち上がると見ているのも
少しきんちょうしました。

町民の代表＝議員は16人。
思っていたよりちょっと
少なかったです。

議員は町民の代表で町民が
幸せになるようにと思って
いると分かり“カッコイイ”
と思いました。

町民が幸せになるように、
安全に住んでいられるように
議員の皆さまがいろいろな事
を話し合い決めていることが
分かりました。

ベルが鳴って議会が始ま
ると、全員すごく集中し
ていたからすごいと思い
ました。

初めはみなさんが明るくあいさつ
をしてくださったので優しい人
ばかりなんだなぁと思いました。
町民のためにしんけんに議会を
開いてくれていて安心しました。

話の内容がわからなかった
けど、議員さんのみなさん
ががんばってくださってい
るので、美咲町が支えられ
ていることがわかりました。

美咲町をよく知っている
な～と思いました。

議場は意外と広かった
のでびっくりしました。

迫力があって
すごかったです。

知っている議員さんが
いました。

女性の議員さんは
少ないと分かりました。

これからも美咲町を
よろしくお願いします。
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　12月５日、一般質問初日に美咲中央小学校 　６年生（31人）が、３学期から始まる社会科の
授業に先立ち議会見学に訪れました。
　寄せてくれた感想をご紹介します。（抜粋）

話はよく分からなかった
けど、町民が住みやすい、
幸せになるという事を話し
合っているということが分
かりました。

議長席にも座らせてもらい、
とても興奮しました。ぼくは
今日の議会を見て大きくなったら
役場などに勤めて町民のことを
考えてみたいと少し思いました。

ベルがなって、皆さんが
立ち上がると見ているのも
少しきんちょうしました。

町民の代表＝議員は16人。
思っていたよりちょっと
少なかったです。

議員は町民の代表で町民が
幸せになるようにと思って
いると分かり“カッコイイ”
と思いました。

町民が幸せになるように、
安全に住んでいられるように
議員の皆さまがいろいろな事
を話し合い決めていることが
分かりました。

ベルが鳴って議会が始ま
ると、全員すごく集中し
ていたからすごいと思い
ました。

初めはみなさんが明るくあいさつ
をしてくださったので優しい人
ばかりなんだなぁと思いました。
町民のためにしんけんに議会を
開いてくれていて安心しました。

話の内容がわからなかった
けど、議員さんのみなさん
ががんばってくださってい
るので、美咲町が支えられ
ていることがわかりました。

美咲町をよく知っている
な～と思いました。

議場は意外と広かった
のでびっくりしました。

迫力があって
すごかったです。

知っている議員さんが
いました。

女性の議員さんは
少ないと分かりました。

これからも美咲町を
よろしくお願いします。
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昨
年
は
、
２
０
２
０
年

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京

に
決
ま
り
、
年
末
に
選
ば

れ
た
２
０
１
３
年
の
漢
字

は
五
輪
の
「
輪
」
で
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
は
、
２
月

23
日
ま
で
、
ロ
シ
ア
の
ソ

チ
で
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
、
フ

ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
、
カ

ー
リ
ン
グ
と
楽
し
み
な
種

目
に
遠
い
日
本
か
ら
し
っ

か
り
声
援
を
送
り
ま
し
ょ

う
。

　

議
会
も
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
、
ご
支
援
が
あ

っ
て
こ
そ
の
活
動
で
す
。

　

町
の
将
来
を
見
つ
め
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
と

が
と
も
に
「
輪
」
を
つ
く

り
、
素
晴
ら
し
い
美
咲
町

を
築
い
て
い
け
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

（
左
居
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
松
田
　
英
二

副
委
員
長
　
金
谷
　
髙
子

左
居
　
喜
次

山
　
　
剛

延
原
　
正
憲

江
原
　
耕
司

編

後
集

記

あったか南元気会 南劇団
町
内
の
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

楽
し
い
サ
ー
ク
ル
、
ユ
ニ
ー
ク
な
グ
ル
ー
プ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
委
員
が
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
。

　平成25年２月から活動を開始して、ちょう
ど１年を迎えました。

いつ頃から活動していますか

　社協の特殊ボランティアに登録し、高齢者を
対象とした『押し買い』防止の劇を町内各地で
行っています。

どんな活動をしていますか

　50代から70代の11人で楽しく活動していま
す。

メンバー構成は

　最近、新しい犯罪として話題の『押し買い』
についてチラシを配りましたが、『劇の方がよ
くわかるのでは』という声があり、劇団を結成
しました。

活動を始めたきっかけは

　『良かった』と喜んでもらえるのが、一番う
れしいです。仲間が集まっての練習や劇で使う
セットや小物を手作りするのも楽しみです。

楽しいことは何ですか

　要望があれば各地に出かけます。メンバーを
増やして後を絶たない悪徳詐欺商法の被害防止
に役立てばと考えています。

これからの活動は

　地域の公民館活動に理解・協力・支援をお願
いします。

議会に一言

地域の安全・安心向上に期待しています

悪徳商法に気をつけて
くださいね町民の皆

さんこん
にちはサークル紹介

第18回

『押し買い』とは…
強引に、なんらかの品を法外な安値で買ったことに
して持ち去ってしまう行為のこと。


